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第２章 東北圏企業における女性活躍推進の現状 

この章では、首都圏との比較を中心に、東北圏の女性活躍推進状況について現状と課題

を分析する。第 節では従業員 人以上の企業に策定・公表が義務付けられている「女

性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画」（以下、「行動計画」という）について、働く

女性の認知状況や、その認知が働く女性に及ぼす効果を分析する。さらにこの 年間の女

性活躍の進捗状況と具体的な成果についても明らかにする。第 節では、東北圏と首都圏

の環境について、出産後の就業継続を可能とする雰囲気や環境の有無、就業継続の可能性

を高める要因について分析を行う。

第 節 女性活躍推進の行動計画

 女性活躍推進の行動計画の認知状況

・東北圏女性の ％が職場に「行動計画があるかないかわからない」と回答してお

り、その他の属性でも約 ％が「行動計画があるかないかわからない」と回答して

いる。

・行動計画の策定・公表が義務付けられている従業員 人以上の企業において、行動

計画の内容を認知する割合は東北圏女性が ％、首都圏女性が ％であり、行動

計画の存在は東北圏、首都圏いずれの女性にも浸透していない。

・東北圏女性では、行動計画の内容を知っている女性の ％が現在の仕事に対する

意欲は高いと回答し、一方、内容を知らない女性では ％と低く、統計的にも有

意差が確認された。

・同様に昇進意欲についても、行動計画の内容を知っている女性は「管理職になりた

い」「管理職に推薦されればなりたい」の回答割合が有意に高い。首都圏でも同様の

傾向が見られるが、東北圏女性では行動計画認知者の昇進意欲の高さが顕著に表れ

ている。
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「 あなたの会社の女性活躍推進の行動計画（目標・取組み）についておたずねしま

す」に対して、すべての属性で「行動計画があるかないかわからない」の割合が高く、特

に東北圏女性は ％と半数を超えており、首都圏女性の ％よりも ポイント高

い。

「行動計画があり、内容を知っている」「行動計画があり、およその内容を知ってい

る」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏女性は ％と大きな差は見られない。

図表 行動計画の有無・認知

あなたの会社の女性活躍推進の行動計画（目標・取組み）についておたずねします

注）設問は「 行動計画があり、内容を知っている」「 行動計画があり、およその内容を知っている」

「 行動計画はあるが、内容をあまり知らない」「 行動計画はあるが、内容を知らない」「 行動計画

はない」「 行動計画があるかないかわからない」の内からひとつを選択するものである。ここでは ～

までを「行動計画がある」とする。

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

行動計画があり、内容
を知っている

行動計画があり、
おおよその

内容を知っている

行動計画はあるが、内容
をあまり知らない

行動計画はあるが、内容
を知らない 行動計画はない

行動計画があるかないか
わからない
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■ 企業規模別 行動計画の有無・認知

企業規模別に見ると「行動計画があるかないかわからない」の回答割合は、従業員

人以上の企業でもすべての属性で 割を超えており、特に東北圏女性は ％と他の属

性に比べ最も高い。

また「行動計画があり、内容を知っている」「行動計画があり、およその内容を知って

いる」（以下、「内容を認知する」）の回答割合は、すべての企業群で ％以下に留まって

いる。行動計画の策定・公表が義務付けられている 人以上の企業においては、東北圏

女性は ％、首都圏女性は ％といずれも低い数値であり、行動計画は浸透してい

ない。

図表 企業規模別 行動計画の有無・認知

(ｎ)

東北圏 女性 11～100人

首都圏 女性 11～100人

東北圏 女性 101～300人

首都圏 女性 101～300人

東北圏 女性 301人以上

首都圏 女性 301人以上

東北圏 男性 11～100人

首都圏 男性 11～100人

東北圏 男性 101～300人

首都圏 男性 101～300人

東北圏 男性 301人以上

首都圏 男性 301人以上

行動計画があり、
内容を知っている

行動計画があり、
おおよその内容を

知っている

行動計画はある
が、内容を

あまり知らない

行動計画はあるが、
内容を知らない 行動計画はない

行動計画があるかな
いかわからない
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東北圏・首都圏女性を行動計画の策定・公表が義務付けられている従業員 人以上の

企業について規模別に詳細を見ると、企業規模が大きくになるにつれ、東北圏・首都圏女

性ともに行動計画の内容を認知する回答割合は高まる傾向にある。 ～ 人と

～ 人の企業では、東北圏女性と首都圏女性では内容認知の割合にそれぞれ と

ポイントの差があり、東北圏女性に行動計画の浸透が図られていない。

図表 【東北圏・首都圏女性】 人以上の企業規模別 行動計画の有無・認知

■ 年代別 行動計画の有無・認知

東北圏・首都圏女性を年代別に見ると、行動計画を認知する割合について、 代の東

北圏女性が ％なのに対して、首都圏女性は ％であった。 代では、東北圏女性

％と首都圏女性 ％との間に有意な差が見られ（χ二乗検定 ）、 代では

東北圏女性と首都圏女性の割合はほぼ同等である。

図表 【東北圏・首都圏女性】行動計画の有無・認知

(ｎ)

東北圏 女性 20代

首都圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

首都圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 40代

行動計画があり、内容を
知っている

行動計画があり、おおよ
その内容を知っている

行動計画はあるが、内
容をあまり知らない

行動計画はあるが、
内容を知らない

行動計画はない
行動計画があるかないか

わからない

(ｎ)

東北圏 女性 301人～500人

首都圏 女性 301人～500人

東北圏 女性 501人～1,000人

首都圏 女性 501人～1,000人

東北圏 女性 1,001人～3,000人

首都圏 女性 1,001人～3,000人

東北圏 女性3,001～10,000人

首都圏 女性 3,001～10,000人

東北圏 女性 10,001人以上

首都圏 女性 10,001人以上

行動計画があり、内容を
知っている

行動計画があり、おおよ
その内容を知っている

行動計画はあるが、内容
をあまり知らない

行動計画はあるが、
内容を知らない 行動計画はない

行動計画があるかないか
わからない
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■ 業種別 行動計画の有無・認知

東北圏・首都圏女性を業種別に見ると、内容を認知する割合が最も高いのは「金融業、

保険業」であり、東北圏女性は ％と首都圏女性の ％よりも高くなっている。次

いで東北圏女性が高いのは「運輸業、郵便業」で ％であった。

東北圏・首都圏女性で内容を認知する割合に大きな違いが見られた業種は、「製造業」

であり、東北圏女性は ％と首都圏女性 ％に対し ポイント低い（χ二乗検定

）。

「行動計画があるかないかわからない」と回答した割合が最も高いのは東北圏、首都圏

ともに「医療」と「福祉」であり、いずれも 割超となっている。

図表 【東北圏・首都圏女性】業種別 行動計画の有無・認知

注）サンプル数が 以下は参考値

(ｎ)
建設業　東北圏

建設業　首都圏

製造業　東北圏

製造業　首都圏

情報通信業　東北圏

情報通信業　首都圏

運輸業、郵便業　東北圏

運輸業、郵便業　首都圏

卸売業、小売業　東北圏

卸売業、小売業　首都圏

金融業、保険業　東北圏

金融業、保険業　首都圏

生活関連サービス業、娯楽業　東北圏

生活関連サービス業、娯楽業　首都圏

教育、学習支援業　東北圏

教育、学習支援業　首都圏

医療　東北圏

医療　首都圏

福祉　東北圏

福祉　首都圏

その他のサービス業　東北圏

その他のサービス業　首都圏

その他　東北圏

その他　首都圏

行動計画があり、
内容を知っている

行動計画があり、おおよ
その内容を知っている

行動計画はあるが、内
容をあまり知らない

行動計画はあるが、
内容を知らない 行動計画はない

行動計画があるかな
いかわからない
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■ 県別 行動計画の有無・認知

東北圏女性を県別に見ると、行動計画の内容を認知する割合が最も高いのは青森県だ

が、数値そのものは ％と低い。

図表 【東北圏女性】県別 行動計画内容の認知

■ 行動計画内容の認知別 現在の仕事に対する意欲

行動計画の内容認知の有無が現在の仕事に対する意欲に与える影響を確かめた。行動計

画の内容を認知している東北圏女性のうち仕事に対する意欲が高い（「そう思う」「どちら

かと言えばそう思う」）と回答した割合は ％であり、逆に、内容を知らない場合や、

行動計画がない、もしくは行動計画の有無を知らない場合はいずれも ％台である。行

動計画の内容を認知している人は仕事に対する意欲が高く、首都圏女性でも同様の結果で

あったことから、行動計画の内容を浸透させると仕事への意欲が高まる可能性は高い。

図表 【東北圏女性】行動計画内容の認知別 現在の仕事に対する意欲

あなたは、現在の仕事に対するご自分の意欲は高いと思いますか

χ二乗検定

(ｎ)

内容を知っている

内容を知らない

行動計画がない

分からない

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

新潟県

行動計画があり、内
容を知っている

行動計画があり、おおよ
その内容を知っている

行動計画はあるが、内容
をあまり知らない

行動計画はあるが、
内容を知らない

行動計画はない
行動計画があるかない

かわからない
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図表 【首都圏女性】行動計画内容の認知別 現在の仕事に対する意欲

あなたは、現在の仕事に対するご自分の意欲は高いと思いますか

χ二乗検定

■ 行動計画内容の認知別 昇進意欲

行動計画の内容認知の有無が昇進意欲に与える影響を確かめた。行動計画の内容を認知

している東北圏女性が管理職になりたい（「管理職になりたい」「管理職に推薦されればな

りたい」）と回答した割合は ％と高く、逆に、内容を知らない場合や、行動計画がな

い、もしくは行動計画の有無を知らない場合は管理職になりたいとする割合が低い。首都

圏でも同様の傾向が見られるが、東北圏女性では行動計画認知者の昇進意欲の高さが顕著

に表れている。

図表 【東北圏女性】行動計画内容の認知別 昇進意欲

あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか

χ二乗検定
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■ 県別 行動計画の有無・認知

東北圏女性を県別に見ると、行動計画の内容を認知する割合が最も高いのは青森県だ

が、数値そのものは ％と低い。

図表 【東北圏女性】県別 行動計画内容の認知
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図表 【首都圏女性】行動計画内容の認知別 現在の仕事に対する意欲
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この 年間の女性活躍の推進状況

「 あなたの会社は、ここ 年の間で女性活躍が進んでいると思いますか」に対し、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性が ％、首都圏

女性が ％である。なお、東北圏男性はすべての属性の中で最も低く ％であっ

た。

図表 年間の女性活躍推進状況

あなたの会社は、ここ 年の間で女性活躍が進んでいると思いますか（在籍 年未満の方は入社時と

比較してお答えください）

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う
どちらかと言えばそう思

う
どちらかと言えばそう思

わない
そう思わない わからない

・東北圏女性の ％がこの 年間で女性活躍が進んだと感じており、首都圏女性と

同等であった。

・年代別では、年代が低いほど「女性活躍が進んだ」と認識しているが、 代の東北

圏女性の回答割合が ％なのに対して、首都圏女性は ％と、東北圏女性の

認識がやや低い。

・業種別では、女性活躍が進んだと認識する割合が最も高いのは「金融・保険業」で

あった。東北圏女性の回答割合は ％で、首都圏の ％よりも ポイント

高い。
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■ 年代別 年間の女性活躍推進状況

年代別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて「そう思う」「どちらかと言

えばそう思う」の回答割合は、年代が上がるにつれすべての属性で割合が低下する傾向が

見られる。

図表 年代別 年間の女性活躍推進状況
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東北圏 女性 20代

東北圏 女性 30代

東北圏 女性 40代

首都圏 女性 20代
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首都圏 女性 40代

東北圏 男性 20代

東北圏 男性 30代

東北圏 男性 40代

首都圏 男性 20代
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首都圏 男性 40代

そう思う
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そう思う
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そう思わない わからない
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・業種別では、女性活躍が進んだと認識する割合が最も高いのは「金融・保険業」で

あった。東北圏女性の回答割合は ％で、首都圏の ％よりも ポイント

高い。
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■ 年代別 年間の女性活躍推進状況

年代別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて「そう思う」「どちらかと言

えばそう思う」の回答割合は、年代が上がるにつれすべての属性で割合が低下する傾向が

見られる。

図表 年代別 年間の女性活躍推進状況
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■ 企業規模別 年間の女性活躍推進状況

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、従業員 人以上の企業にお

いて最も高く、東北圏女性は ％、首都圏女性は ％となっている。

東北圏女性と首都圏女性を比較すると、従業員 ～ 人、 人以上の企業において

は有意な差は見られなかったが、 ～ 人規模では東北圏女性は ％、首都圏女性

は ％と、東北圏女性が ポイント高くなっている（χ二乗検定 ）。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 年間の女性活躍推進状況

■ 業種別 年間の女性活躍推進状況

東北圏・首都圏女性を業種別に見ると、女性活躍が進んでいると思う（「そう思う」「ど

ちらかと言えばそう思う」）と回答した割合が最も高いのは東北圏女性の「金融業、保険

業」（ ％）で、首都圏女性（ ％）よりも ポイント高い。特に東北圏女性の

「そう思う」が ％と突出して高くなっている。次いで東北圏女性の回答割合が高い

のは「教育、学習支援業」 ％、「医療」 ％であり、いずれも首都圏女性より回答

割合は高い。

一方、東北圏女性の最も割合が低かったのは「運輸業、郵便業」の ％で、「そう思

わない」が ％と高くなっている。次いで、「生活関連サービス業、娯楽業」の

％、「製造業」の ％、「建設業」の ％となっており、これらの業種は首都圏

より回答割合が低い結果となった。

(ｎ)

11～100人　東北圏

11～100人　首都圏

101～300人　東北圏

101～300人　首都圏

301人以上　東北圏

301人以上　首都圏

そう思う
どちらかと言えば

そう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない わからない
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図表 【東北圏・首都圏女性】業種別 年間の女性活躍推進状況

注）サンプル数が 以下は参考値

■ 県別 年間の女性活躍推進状況

東北圏女性を県別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて「そう思う」「ど

ちらかと言えばそう思う」の回答割合は、岩手県で ％、福島県で ％とほぼ半数

となっている。

図表 【東北圏女性】県別 年間の女性活躍推進状況
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運輸業、郵便業　首都圏

卸売業、小売業　東北圏

卸売業、小売業　首都圏

金融業、保険業　東北圏

金融業、保険業　首都圏
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医療　首都圏

福祉　東北圏

福祉　首都圏

その他のサービス業　東北圏

その他のサービス業　首都圏

その他　東北圏

その他　首都圏

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えば
そう思わない

そう思わない わからない

(ｎ)

青森県
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宮城県
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山形県

福島県

新潟県
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■ 企業規模別 年間の女性活躍推進状況

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、従業員 人以上の企業にお

いて最も高く、東北圏女性は ％、首都圏女性は ％となっている。

東北圏女性と首都圏女性を比較すると、従業員 ～ 人、 人以上の企業において

は有意な差は見られなかったが、 ～ 人規模では東北圏女性は ％、首都圏女性

は ％と、東北圏女性が ポイント高くなっている（χ二乗検定 ）。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 年間の女性活躍推進状況
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業」（ ％）で、首都圏女性（ ％）よりも ポイント高い。特に東北圏女性の

「そう思う」が ％と突出して高くなっている。次いで東北圏女性の回答割合が高い
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図表 【東北圏・首都圏女性】業種別 年間の女性活躍推進状況
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東北圏女性を県別に見ると、女性活躍が進んでいると思うかについて「そう思う」「ど

ちらかと言えばそう思う」の回答割合は、岩手県で ％、福島県で ％とほぼ半数

となっている。
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この 年間の企業の変化

設問「 あなたの会社は、ここ 年の間でどのような変化がありましたか」に対し、

項目について変化があったかどうかを聞いた。

東北圏女性が変化があったと認識する割合は「女性が結婚出産で離職しなくなった」

（ ％）が最も高く、次いで「女性の昇格・昇進者が増えた」（ ％）、「女性の採用

数が増えた」（ ％）が続いている。

「女性が結婚出産で離職しなくなった」と認識する割合は、他の項目に比べ、男女間の

差が大きく、東北圏女性（ ％）、首都圏女性（ ％）よりも、東北圏男性

（ ％）は ポイント、首都圏男性（ ％）は ポイント低い。同様に「女性

の管理職が増えた」と認識する割合も、東北圏女性（ ％）、首都圏女性（ ％）よ

りも、東北圏男性（ ％）は ポイント、首都圏男性（ ％）は ポイント低

い。

すべての項目について、変化があったと認識する割合（「そう思う」「どちらかと言えば

そう思う」）が 属性の中で最も低いのは東北圏男性である。

・この 年間で東北圏女性が感じた職場の変化は「結婚出産で離職しなくなった」

（ ％）「女性の昇格・昇進者が増えた」（ ％）「女性の採用数が増えた」

（ ％）が上位を占める。

・企業規模が大きくなるほど、東北圏・首都圏女性ともに職場の変化として「女性の

管理職が増えた」と認識する割合が高くなる。東北圏女性の職種別では「営業」が

高く（ ％）、業種別では「金融業・保険業」（ ％）が突出して高い。
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あなたの会社は、ここ 年の間でどのような変化がありましたか（在籍 年未満の方は入社時と比較
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図表 項目「女性の管理職が増えた」

■ 企業規模別 項目「女性の管理職が増えた」

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」

の回答割合は、東北圏、首都圏ともに企業規模が大きくなるほど高まる。

従業員 ～ 人、 ～ 人規模では、東北圏女性と首都圏女性の回答割合に

ポイントと ポイントの違いが見られ、東北圏女性の「女性の管理職登用が進んだ」と

認識する割合が高い。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 項目「女性の管理職が増えた」

■ 業種別 項目「女性の管理職が増えた」

東北圏女性を職種別に見ると、「女性の管理職が増えた」と認識する割合（「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」）が最も高いのは「金融業、保険業」で ％と突出して

いる。逆に、最も低いのは「建設業」で ％となり、かつ「そう思わない」と回答し

た割合が最も高い（ ％）。
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図表 【東北圏女性】業種別 項目「女性の管理職が増えた」

注）サンプル数が 以下は参考値
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東北圏女性を職種別に見ると、「女性の管理職が増えた」と認識する割合（「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」）が最も高いのは「営業」で ％であった。逆に最も低
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女性が結婚・出産で離職しなくなった

項目「女性が結婚・出産で離職しなくなった」について「そう思う」「どちらかと言え

ばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏女性は ％と東北圏女性が

低い。男性は東北圏、首都圏ともに「わからない」が ％程度と多い。

図表 項目「女性が結婚・出産で離職しなくなった」
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東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」

の回答割合は、東北圏、首都圏ともに企業規模が大きくなるほど高まる。従業員 人以

上の企業では東北圏女性は ％、首都圏では ％と約 割の女性が「女性が結婚・

出産で離職しなくなった」と捉えている。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 項目「女性が結婚・出産で離職しな

くなった」
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■ 業種別 項目「女性が結婚・出産で離職しなくなった」

東北圏女性について業種別に見ると、「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答

割合が最も高いのは「金融業、保険業」の ％であり、続いて「教育、学習支援業」

が ％となっている。
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られない。男性は東北圏 ％、首都圏 ％と、両エリアでも女性の割合が高い。
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どちらかと言えば

そう思う
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仕事と家庭の両立支援制度が整備された

項目「仕事と家庭の両立支援制度が整備された」について「そう思う」「どちらかと言
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キャリア形成支援制度が整備された（研修、上司面談、相談体制等）
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キャリア形成支援制度が整備された（研修、上司面談、相談体制等）
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管理職の性別役割分担意識が薄まった

項目「管理職の性別役割分担意識が薄まった」について「そう思う」「どちらかと言え

ばそう思う」の回答割合は、東北圏女性 ％、首都圏女性 ％は同程度であった。

一方、東北圏男性は ％と 属性の中で最も低い。

図表 項目「管理職の性別役割分担意識が薄まった」

長時間労働が減った

項目「長時間労働が減った」について「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回

答割合は、東北圏女性は ％、首都圏女性は ％とほぼ同等であった。一方、東北

圏男性は ％、首都圏男性は ％で、両エリアの女性よりも「長時間労働が減っ

た」と認識している割合が低い。（長時間労働の実態については の「 あなたは残

業や休日勤務など長時間働くことが多いと思いますか」の回答も参照）

図表 項目「長時間労働が減った」
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そう思わない
そう思わない わからない
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第 節 出産・育児と就業継続

就業継続が可能な雰囲気や環境

注）職場の雰囲気を客観的に測定するため、男性の回答に着目

「 あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気があります

か」に対し、「ある」「どちらかと言えばある」の回答割合は、東北圏女性 ％、首都

圏女性 ％、東北圏男性 ％、首都圏男性 ％と両エリアとも女性の割合が高い

（図表 ）。しかしながら、この設問に回答する女性は「出産後も働き続けている女

性」が含まれている（出産等で退職した人は回答できない）ため、男性に比べ女性の回答

割合は高くなる傾向がある。図表 で、東北圏・首都圏女性を子どもの有無別に見る

と、子どもがいる女性は、子どもがいない女性に比べ、「ある」「どちらかと言えばある」

と回答した割合が高い結果が得られている。そのため、この設問では客観的に職場の雰囲

気を把握するために「男性」の回答に着目して分析する。

図表 職場の就業継続できる雰囲気

あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない

・職場に出産しても働き続けられる雰囲気があると感じている東北圏男性注は

％と首都圏男性とほぼ同等であった。

・自分以外に家事や育児、介護等を担ってくれる人がいる、通勤時間が短いと回答

した東北圏女性は、職場に出産しても働き続けられる雰囲気があると回答する割

合が高い。
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図表 子どもの有無別 職場の就業継続できる雰囲気

■ 年代別 職場の就業継続できる雰囲気

東北圏・首都圏男性を年代別に見ると、就業継続できる雰囲気があるかについて「あ

る」「どちらかと言えばある」の回答割合は、 代の東北圏男性が ％と最も高く、ま

た東北圏男性は年代に上がるにつれ回答割合が減少する。

図表 【東北圏・首都圏男性】年代別 職場の就業継続できる雰囲気

■ 企業規模別 職場の就業継続できる雰囲気

東北圏・首都圏男性を企業規模別に見ると、就業継続できる雰囲気があるかについて

「ある」と回答した割合は、従業員 人以上の規模において差は見られないが、 ～

人規模では東北圏男性の ％に対し、首都圏は ％と、東北圏男性は ポイ

ント高く、有意な差が見られる（χ二乗検定 ‹ ）。 ～ 人規模でも、東北圏

男性が ％に対し、首都圏男性は ％と東北圏男性が ポイント高い。

(ｎ)

東北圏 男性 20代

首都圏 男性 20代

東北圏 男性 30代

首都圏 男性 30代

東北圏 男性 40代

首都圏 男性 40代

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない

(ｎ)

東北圏　女性　子ども有

東北圏　女性　子ども無

首都圏　女性　子ども有

首都圏　女性　子ども無

東北圏　男性　子ども有

東北圏　男性　子ども無

首都圏 男性　子ども有

首都圏 男性　子ども無

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない
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図表 【東北圏・首都圏男性】企業規模別 職場の就業継続できる雰囲気

■ 業種別 職場の就業継続できる雰囲気

東北圏男性を業種別に見ると、就業継続できる雰囲気がある（「ある」「どちらかと言え

ばある」）と回答した割合が最も高いのは、「教育、学習支援業」の ％であり、最も

低いのは「その他のサービス業」の ％だった。

図表 【東北圏男性】業種別 職場の就業継続できる雰囲気

注）サンプル数が 以下は参考値

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業

金融業、保険業

生活関連サービス
業、娯楽業

教育、学習支援業

医療

福祉

その他のサービス
業

その他

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない

(ｎ)

11～100人 東北圏　男性

11～100人 首都圏 男性

101～300人 東北圏 男性

101～300人 首都圏 男性

301人以上 東北圏 男性

301人以上 首都圏 男性

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない
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図表 子どもの有無別 職場の就業継続できる雰囲気
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図表 【東北圏・首都圏男性】企業規模別 職場の就業継続できる雰囲気
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図表 【東北圏男性】業種別 職場の就業継続できる雰囲気

注）サンプル数が 以下は参考値

(ｎ)

建設業

製造業

情報通信業

運輸業、郵便業

卸売業、小売業
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生活関連サービス
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業
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301人以上 首都圏 男性

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない
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■ 県別 職場の就業継続できる雰囲気

東北圏男性を県別に見ると、就業継続できる雰囲気がある（「ある」「どちらかと言えば

ある」）と回答した割合が最も高いのは、「山形県」の ％であり、次いで「秋田県」

（ ％）、「岩手県」（ ％）と続いている。

図表 【東北圏男性】県別 職場の就業継続できる雰囲気

■ 家事や育児、介護を担っている人別 職場の就業継続できる雰囲気

前項までは客観的な職場の雰囲気を把握するために男性の回答を分析したが、以下では

家事や育児、介護の多くを担っている女性の回答から分析を行う。

まず、自分以外に家事や育児、介護を担っている人がいると回答した割合は、東北圏女

性は ％と、首都圏女性の ％に比べ、 ポイントほど高い（ 参照）。次に、

自分以外に家事や育児、介護を担っている人がいると回答した東北圏女性が職場に就業継

続できる雰囲気があると回答した割合は ％であり、自分だけが担っていると回答し

た女性の ％よりも高い。首都圏女性も同様の結果となっている。

図表 【東北圏女性】家事や育児、介護を担っている人別 職場の就業継続できる

雰囲気（配偶者・パートナーのいる人のみ）

あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

χ二乗検定
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図表 【首都圏女性】家事や育児、介護を担っている人別 職場の就業継続できる雰

囲気（配偶者・パートナーのいる人のみ）

あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

χ二乗検定

■ 通勤時間別 職場の就業継続できる雰囲気

通勤時間については、東北圏女性は首都圏女性に比べ短い傾向にあることを前提とし

（ 参照）、通勤時間の違いが、職場に就業継続できる雰囲気があるとする認識に与え

る影響を確認した。東北圏女性では、通勤時間が短いほど、職場に出産しても働き続けら

れる雰囲気があると回答した割合が高い。一方、首都圏女性では有意差は見られなかっ

た。

図表 【東北圏女性】通勤時間別 職場の就業継続できる雰囲気（配偶者・パート

ナーのいる人）

あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

χ二乗検定

図表 【首都圏女性】通勤時間別 職場の就業継続できる雰囲気（配偶者・パー

トナーのいる人）
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図表 【首都圏女性】家事や育児、介護を担っている人別 職場の就業継続できる雰

囲気（配偶者・パートナーのいる人のみ）

あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

χ二乗検定

■ 通勤時間別 職場の就業継続できる雰囲気

通勤時間については、東北圏女性は首都圏女性に比べ短い傾向にあることを前提とし

（ 参照）、通勤時間の違いが、職場に就業継続できる雰囲気があるとする認識に与え

る影響を確認した。東北圏女性では、通勤時間が短いほど、職場に出産しても働き続けら

れる雰囲気があると回答した割合が高い。一方、首都圏女性では有意差は見られなかっ

た。
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あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか

χ二乗検定
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就業継続ができない理由

職場に就業継続できる雰囲気がない（「どちらかと言えばない」「ない」）と回答した人

に、「 出産した女性が働き続けられない理由は何だと思いますか」を聞いた。

属性ともに主な理由として「代替要員がいない」「長時間労働である」「突発的な残業

が多い」を回答する割合が高い。特に、東北圏女性では「代替要員がいない」の ％

（首都圏女性と比較 χ二乗検定 ‹ ）、「長時間労働である」の ％が 属性の

中で最も高くなっている。

図表 就業継続できない理由

出産した女性が働き続けられない理由は何だと思いますか（いくつでも）

(ｎ)

長時間労働で
ある

出張が多い
突発的な

残業が多い
深夜の業務が

多い
上司の

理解が無い
周囲の

理解が無い
転勤が多い

代替要員が
いない

その他

東北圏 女性
首都圏 女性
東北圏 男性
首都圏 男性

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

・東北圏女性の就業継続ができない理由として最も高いのは「代替要員がいない」

（ ％）、「長時間労働である」（ ％）、「突発的な残業が多い」（ ％）が上

位を占める。

・企業規模別では、就業継続ができない理由の 位「代替要員がいない」について、

首都圏女性は企業規模が大きくなるほどその回答割合が低いが、東北圏ではいずれ

の企業規模でも ％を超えて高い。

・東北圏では、従業員 ～ 人の企業に勤める女性は、 ～ 人、 人以上の

企業に比べ、就業継続できない理由として「上司の理解が無い」（ ％）を回答

する割合が高い。
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■ 企業規模別 就業継続できない理由

東北圏・首都圏女性を企業規模別に見ると、「長時間労働である」「突発的な残業が多

い」「深夜の残業が多い」といった働き方に関する理由は、企業規模が大きくなるほど、

東北圏女性、首都圏女性とも回答割合が高い。

一方、上司のマネジメントや職場風土に関する理由について、「上司の理解が無い」と

回答した割合は、東北圏女性、首都圏女性とも従業員 ～ 人規模が最も高い。特に東

北圏女性は ％と、 ～ 人規模の ％、 人以上の ％よりも ポイント

以上高い。次に「周囲の理解が無い」と回答した割合は、 人以上規模では東北圏女性

％と首都圏女性と同程度だが、 ～ 人、 ～ 人規模では、東北圏女性は、首

都圏女性に比べて低く、東北圏女性は就業継続に周囲の理解が得られやすい環境にあると

推察される。

「代替要員がいない」と回答した割合は、首都圏女性は企業規模が大きくなるほど低い

が、東北圏ではいずれの企業規模でも ％を超えている。 人以上では、東北圏女性

（ ％）は首都圏女性（ ％）に比べ ポイント低い。本社や支社などの勤め場

所による違いを見ると、「代替要員がいない」と回答した割合について、 人以上では

本社勤務の首都圏女性が ％と最も低く、東北圏女性（ ％）との差が ポイン

トである。

図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 就業継続できない理由

（東北圏のみをグラフ化）

(ｎ)
長時間労働で

ある
出張が多い

突発的な
残業が多い

深夜の業務が
多い

上司の
理解が無い

周囲の
理解が無い

転勤が多い
代替要員が
いない

その他

11～100人　東北圏
11～100人　首都圏
101～300人　東北圏
101～300人　首都圏
301人以上　東北圏
301人以上　首都圏

～ 人 東北圏

～ 人 東北圏

人以上 東北圏
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就業継続ができない理由
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■ 企業規模別 就業継続できない理由
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都圏女性に比べて低く、東北圏女性は就業継続に周囲の理解が得られやすい環境にあると

推察される。
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が、東北圏ではいずれの企業規模でも ％を超えている。 人以上では、東北圏女性

（ ％）は首都圏女性（ ％）に比べ ポイント低い。本社や支社などの勤め場

所による違いを見ると、「代替要員がいない」と回答した割合について、 人以上では
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図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 本社・支社別 就業継続できない理

由「代替要員がいない」

注）サンプル数が 以下は参考値

■ 業種別 就業継続できない理由

東北圏女性を業種別に見ると、就業継続できない理由の 位「代替要員がいない」を回

答した割合が最も高いのは、「金融業、保険業」の ％である（「その他」を除く）。

位の「長時間労働である」を回答した割合が最も高いのは「医療」 ％、 位の「突発

的な残業が多い」は「金融業、保険業」 ％であった。

「上司の理解が無い」「周囲の理解が無い」を回答した理由が最も高いのは、いずれも

「卸売業、小売業」であり、それぞれ ％、 ％となっている。

図表 【東北圏女性】業種別 就業継続できない理由

注 サンプル数が 以下は参考値
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長時間労働で
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出張が多い
突発的な残業
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深夜の業務が

多い
上司の理解が

無い
周囲の理解が

無い
転勤が多い

代替要員がい
ない

その他

建設業
製造業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業、小売業
金融業、保険業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療
福祉
その他のサービス業
その他

（％）

東北圏
本社勤務

首都圏
本社勤務

東北圏支
店、工場
等勤務

首都圏支
店、工場
等勤務

東北圏
本社勤務

首都圏
本社勤務

東北圏
支店、工
場等勤務

首都圏
支店、工
場等勤務

東北圏
本社勤務

首都圏
本社勤務

東北圏支
店、工場
等勤務

首都圏
支店、工
場等勤務

～ 人 ～ 人 人以上

（％）

（ ）
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育児をしながらのキャリアアップ

① 短時間勤務者への仕事の与え方

「 短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思いますか」に対して、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％なのに対

し、首都圏女性は ％と、 ポイント低い。

なお、東北圏男性では ％と、東北圏女性と同様である。

図表 短時間勤務者への仕事の与え方

あなたの職場では、短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思いますか（または与え

られていますか）※短時間勤務者とは正社員で育児介護などで短時間勤務をしている人

注）「短時間勤務者がいない」を除いている

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

・短時間勤務者への仕事の付与について、難易度を下げた仕事を与えられていると回

答する割合は、東北圏女性は ％と、首都圏女性の ％に比べ低い。

・東北圏女性の業種別では、難易度を下げた仕事を与えられていると回答する割合

は、業種 は ％、業種 は ％と、業種 の回答割合が高かった。

・育児をしながらのキャリアアップの可能性について、可能だと回答する割合は、東

北圏女性は ％と、首都圏女性の ％に比べ高い。

・東北圏女性の業種別では、業種 が ％なのに対し、業種 は ％と業種に

よる差が大きい。
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図表 【東北圏・首都圏女性】企業規模別 本社・支社別 就業継続できない理

由「代替要員がいない」
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■ 業種 ・ 別 短時間勤務者への仕事の与え方

業種 では、短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思うかについて、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏

女性は ％であり、東北圏女性の割合は低い。

図表 業種 短時間勤務者への仕事の与え方

あなたの職場では、短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思いますか（または与え

られていますか）

注）「短時間勤務者がいない」を除いている

業種 では、短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思うかについて、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の回答割合は、東北圏女性は ％、首都圏

女性は ％であり、差は見られなかった。

図表 業種 短時間勤務者への仕事の与え方

あなたの職場では、短時間勤務者は難易度を下げた仕事が与えられていると思いますか（または与え

られていますか）

注）「短時間勤務者がいない」を除いている

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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② 育児をしながらのキャリアアップの可能性

「 育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか」に対し、「そう

思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合は、東北圏女性は ％。首都圏女

性は ％で、東北圏女性の割合は高い。しかしながら、育児をしながらキャリアアップ

することが難しいと感じる東北圏女性は 割強存在している。

図表 育児をしながらのキャリアアップの可能性

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか※キャリアアップ

とは昇格・昇進することに加え、仕事の幅を広げたり、仕事のレベルを上げることを指します

■ 業種 ・ 別 育児をしながらのキャリアアップの可能性

業種 では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思うかについて、

「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合は、東北圏女性は ％、首

都圏女性は ％と同程度である。育児をしながらキャリアアップすることが難しいと感

じる女性は半数近い。

図表 業種 育児をしながらキャリアアップ

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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業種 では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思うかについて、「そう

思う」「どちらかと言えばそう思う」と回答した割合は、東北圏女性が ％なのに対

し、首都圏女性は ％と、 ポイント東北圏女性が高い（χ二乗検定 ）。東

北圏の業種 に限れば、育児をしながらキャリアアップが可能な職場が多い。

図表 業種 育児をしながらキャリアアップ

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

■ 子どもの有無別 育児をしながらのキャリアアップの可能性

子どもがいる東北圏女性では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だ（「そ

う思う」、「どちらかと言えばそう思う」）と回答する割合は ％と高く、一方で子ども

がいない女性では ％と低く、 ポイントの差が見られる（χ二乗検定

）。子どもがいない女性は育児をしながらキャリアアップすることが難しいと感じ

る割合が高い。なお、首都圏女性も同様だが、子どもの有無による違いは ポイントで

ある。

図表 【東北圏女性】子どもの有無別 育児をしながらキャリアアップ

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

図表 【首都圏女性】子どもの有無別 育児をしながらキャリアアップ

あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思いますか

(ｎ)

東北圏 女性

首都圏 女性

東北圏 男性

首都圏 男性

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(ｎ)

子どもあり

子どもなし

そう思う どちらかと言えばそ… どちらかと言え… そう思わない

(ｎ)

子どもあり

子どもなし

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない
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第３章 東北圏女性の能力育成・キャリア形成の現状 

この章では、第１章第 節「東北圏で働く女性の意識」で見てきた東北圏女性のモチベ

ーションの背景にある能力育成・キャリア形成の現状を見ていきたい。第 節では仕事の

経験、第 節では上司のマネジメント、第 節では企業のキャリア形成支援制度などを把

握しながら、女性が活躍するための課題を分析する。また、分析にあたってはエリア別属

性との比較を基本とし、年代別や企業規模別、業種 ・ 別注、学歴別などで分析を行って

いるが、職場で等しく能力育成やキャリア形成の機会を与えられている男性との違いにつ

いても詳細に検証した。

第 節 仕事の経験

異動や担当替えの経験

・異動や担当替えの経験をしている割合については、東北圏女性（ ％）は首都圏

女性（ ％）と同程度スコアとなっている。一方、男女間比較では、首都圏男女

の差が ポイント（首都圏男性 ％）なのに対し、東北圏男女の差は ポイ

ント（東北圏男性 ％）と、東北圏では男女の差が大きい。

・東北圏男女を学歴別に比較すると、特に「大学・大学院卒」であっても、異動や担

当替えを経験したことがないと回答する割合は東北圏女性が ％なのに対して東

北圏男性は ％であった。

・東北圏女性は、首都圏女性と同様に、異動や担当替えを経験している女性はキャリ

アアップできていると認識する割合が高い。

・東北圏女性は、他の属性と同様に、異動や担当替えになる前にキャリア形成の視点

からその後の役割の説明を受けたことがないと回答した割合が ％になってい

る。異動や担当替えにあたってその後の役割などの説明を受けた女性は異動や担当

替えの経験が自身のキャリアにプラスに働いたと感じる割合が高い。

注）業種 ＝建設業、製造業、情報通信業、運輸業・郵便業、生活関連サービス業・娯楽業、その他のサ

ービス業、その他

業種 ＝医療、福祉、教育・学習支援業 


